
 

 

 

 一度に数回分のＡＳＳＥＴＳの原稿をつくっていたら、日本の劣化（れっか＝国が経済力や民主主義や自由の面などで衰えていくこと）に関する記事があまりにも多いので、日本の「劣化」に「退廃」を付加して、３６－６と

同じような内容の新聞記事を貼り付けます。日本人として悲しい限りです。（原稿は２月１日版です） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ASSETS OF OUR LIVES 2022年 5月 09日 第 36巻 09号 ≪確かな知識や教養を身につけ・豊かな心を育て・充実した人生を‼≫  

現代が学べる 志 成 館 

【下】日本には多くのブラック企業があ

り、労働者に対する酷使やいじめやパワ

ハラやセクハラがなかなかなくなりませ

ん。これらブラック企業に共通していえ

ることのひとつに「女性蔑視の経営者が

多い」ということが言えます。さすが、

先進国で最低の女性差別国家ですね

（怒）。 

【下】日本を代表する大企業の不正はとどまるところがありません（泣）。現在 5月

10日の段階で、大幅な円安が進行していますが、長い間の大企業の経営者の無責任

さや政府の指導の怠慢（たいまん＝怠ける事）が、このような円安の原因のひとつな

のです。円安になると輸出産業は潤いますので悪いばかりではありませんが（この部

分は高校入試に出ますよ）、日本の国としての力や信用が低下していることに間違い

はありません。今後は輸入品の価格が暴騰し始めます。結局ひどい目にあうのはあな

た達や私たち一般国民なのです。常に政治に目を向けて、自分の将来を守るのです。 

【左】学校の先生は、その国の未来を背負う子供たちを育

てており、他のどんな仕事にも勝る、責任ある尊い仕事で

あると森は考えています。（学習塾の先生はそうとは限りま

せん）そのような先生たちを、国や地方は全力で守るべき

なのですが、ある種の先生たちへの使い捨てみたいなこと

がなされているという「判決」が出たという記事です。実 

に嘆かわしい事であると思います。 

【下】文部科学省には、東京大学等超難関大学を卒業した、いわゆるエリートと呼ばれる

有能とされる官僚たちがたくさんいます。しかしいわゆるエリートたちは自分を過信して

おり、常に無謬性（むびゅうせい＝自分の判断に間違いがないということ）が求められる

ので、他者の意見を素直に聞いたり、他者への尊敬の念にかけており、常に自分が正しい

と思い込む人たちがとても多いのです。広く「教育」の問題については、現場であなた達

と接している「情熱がある先生たち」に任せるべきであると思うのですが、いかがでしょ 

うか？もちろん「出世優先」の「事なかれ主義の先生」も多いのですが（泣）。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【左】読売新聞社が、おそらく反中国のキャンペーンを張っ

ているアメリカ合衆国に協力する形で、中華人民共和国と関

係があるとした日本の科学者を非難する記事が、実はでっち

上げであるという、ＮＥＷＳＷＥＥＫのコラムです。アメリ

カは世界中に親米そして反中国や反ロシアのキャンペーンを

張っているのですが、戦後それに加担し続けている読売新聞

の方が、アメリカ合衆国のメディアよりももっとひどい反中

国のキャンペーンを張っているという、アメリカ雑誌による

読売新聞への批判記事です。何とも滑稽ですよね。 

【下】日本の 4大公害病とされる「水俣病」の被害者の救済はまだ終わっていな

いのです。信じられないことですよね。オリンピックや博覧会で日本国民ははし

ゃいでいますが、自分の国がなした重大な犯罪についての責任をとることが最優

先であることは、普通の人なら理解できるはずです。そうなのです、この国の指

導者たちは、そしてそのような指導者達を支持している国民も、とても無責任な

のです。ところでどうしてこんな状態が長く続くのかわかりますか？実は被害者

が死んでしまえば損害賠償などの責任を負わなくて済むから、国も日本窒素とい

う企業も、お金を払う責任がなくなるから、被害者が死ぬのを待って訴訟を引き

伸ばしているのです。政治は社会的な弱者を救済するのがその責任のはずです。

しかし実態は、強い立場の人たちやお金持ちの人たちが一体となって、組織的に

社会的な弱者や仕事に追われている労働者たちをいじめているという解釈も可能

なのです。このような考えを「階級的国家観」と呼ぶのですが、いかがですか？ 

全く間違っているわけではないと思うのですが・・・。5 月 2日の西日本新聞です。 

ブラジルのリオ・デ・ジャネイロには「イエス・キリスト」の大きな

銅像があることは誰でも知っています。この記事はブラジルのもう一

つの大都市サン・パウロに、もっと大きな「仏像」が建立されたとい

う記事です。これは１００年前に日本政府に騙されて南アメリカに渡

った人たちによる、「苦難を乗り越えた証」としての仏像です。何か

しら複雑な気持ちになります。かれらこそ「本当の誇り高い日本人 

のお手本である」と言えるのではないでしょうか。 

【右】上のような偏った新聞記事を、偏っていると判断できる

ようになるまでには、よほど勉強をしないと、あなた達はあと

20年 30年はかかると思います。但し、右のような卓越した

（たくえつ＝とても優れた）書物に出会うなら、公平なものの

見方ができるまでにそんなに時間はかからないでしょう。志成

館の仕事のひとつは、そのような世界平和や共存、そして地球 

環境保持を「真に」実現できる書籍の紹介なのです。 

右の編著者の「東郷和彦」さんは、先日 4月２２日号の「毎日

新聞」の夕刊で、ウクライナ問題の解決方法を提案された元外

交官です。かれも館長も考えていることはとても単純なので

す。それは、ロシアも中国もアメリカもＥＵも発展途上国もそ

して日本も、みんなが同じように豊かになり、戦争がない世

界、地球環境が破壊されない地球をつくることなのです。 

 


